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＜注意＞

本資料は、教育職員免許法第6条の適用により教員免許状取得を目指す方が、本学において単位を修

得をする場合に、一般的に修得が必要とされる科目（単位数）を示したものです。

・教育職員免許法第6条の適用可否については、本学で判断いたしかねます。必ず教員免許状申請先、

または勤務先の所在する都道府県教育委員会へ事前に確認を行ってください。

・教員免許状申請先の都道府県により、修得が必要な科目（単位）が異なる場合があります。同法令

の適用可否と併せて、履修科目（単位）の内訳等の詳細についても、確認・履修相談を行ったうえ

で出願してください。都道府県教育委員会に確認を行わず、本資料に基づいて単位修得をした場合

でも、教員免許状の取得を保証するものではありませんので、あらかじめご了承ください。
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教育職員免許法第6条別表第8の適用により
教員免許状を取得する
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■別表第8に基づき、本学で必要単位を修得する場合
中学校教諭免許状（2種を除く）（国語）を基礎免許状として、高等学校教諭免許状（国語）を取得
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※『2026年度大学案内・学生募集要項』P124～125より抜粋

① ② ③

法定では

①「各教科の指導法に関する科目」より2単位

②「生徒指導の理論及び方法」

「教育相談(カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。)の理論及び方法」

「進路指導及びキャリア教育の理論及び方法」の3区分を満たすように2単位

③「大学が独自に設定する科目」より8単位
※教科によって備考に注意事項があります。

合計12単位の修得が定められています。

希望する校種（第1欄）に隣接した校種の教員免許状を所持している方
が対象となります。
教員免許状の取得には、定められた勤務経験（第3欄）および単位数
（第4欄）の修得が必要です。

※中学校2種免許状を基礎免許状（第2欄）とすることはできません。
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■別表第8に基づき、本学で必要単位を修得する場合
中学校教諭免許状（2種を除く）（数学）を基礎免許状として、高等学校教諭免許状（数学）を取得
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①

③については次ページを参照

①「数学科教育法1」「数学科教育法2」
「数学科教育法3」「数学科教育法4」

より1科目（2単位）を選択

②「生徒指導・進路指導」
「教育相談の基礎と方法」

2科目（4単位）必須

※「生徒指導の理論及び方法」「進路指導及びキャリア教育の
理論及び方法」「教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法」の3区分について、法定では2
単位のところ、本学では2科目4単位の修得が必要です。
（2単位分が余剰となります。）

②
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■別表第8に基づき、本学で必要単位を修得する場合
中学校教諭免許状（2種を除く）（数学）を基礎免許状として、高等学校教諭免許状（数学）を取得
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法定では合計12単位のところ、
本学では、前ページの①および②と合わせて、

7科目14単位の修得が必要です。
前ページ②の余剰単位を③に充当できる場合には

6科目12単位となります。

③「教育の最新事情」
「教育法規1」「教育法規2」
「情報教育1」「情報教育2」
「授業研究1」「授業研究2」

より4科目（8単位）選択
（注1）
法定単位よりも多く修得した前ページ②の余剰単位を③に充てるこ
とができる場合があります。
※免許申請先の都道府県により異なります。

（注2）
「教科に関する専門的事項」に関する科目からの選択を可とする場
合があります。
※免許申請先の都道府県により異なります。

③（注2）

③




